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春や夏には数えきれないほどの
花粉が空中をただよってい

る。といっても、小さすぎて目に
は見えない。花粉は、精

せい

子
し

運
うん

搬
ぱん

用の
マイクロカプセルだ。たくさん飛ん
でいるから、なかには同じ種類の花
のめしべ(マツやスギなど球

きゅう

果
か

植物
なら球花)に着陸して、精子を卵

らん

に
とどけることに成功するカプセルも
ある。こうして「受粉」に成功する
と、新しい種が育ちはじめるんだ
よ。

知ってるかい？
花粉は最強の生命組

そ

織
しき

のひとつ。
何千年どころか何百万年だって生
きのびる。大昔の花粉から、植物
の進化のようすや生えていた場
所、そのころの気候までわかるん
だ。

ミツにさそわれて
風に運ばれる花粉もあれば、動物や
水に運ばれる花粉もある。花のなか
には、あまい液

えき

体
たい

(ミツ)をつくって
動物をさそい、飲みにきたところを
うまく利用して花粉を運ばせるもの
がある。たとえば、口が長い管にな
っている種類のガは、トランペット
形の花の上を飛びながら、管をのば
して花の奥

おく

のミツをすう。そのと
き、花粉の受けわたしにぴったりの
場所で静止する仕組みになっている
んだ。

運
うん

搬
ぱん

係　ピンと
たおしべは、花
を動きまわる動物
“じゃま”をして
やぶれたやくの花
を“お客さま”の
らだにこすりつ
る。

色あざやかな花びら

ミツをさがす

ハチ

つき出
した

やく

からだの
毛に

花粉がつ
く

１.受粉

受粉
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ための血管。

、のどに続く部分で、
がっている。

のひとつ。拡張期には
んで心室が広がり、静
室が満たされる。

のひとつ。収縮期には
収縮し、動脈に血液を
。

んでいる強いヒモ状の
正
せい

常
じょう

な位置からはずれ
でいる。

臓器の内側の層
そう

。皮質
機
き

能
のう

や構造が異
こと

なる場

ように先
せん

端
とう

が平らでう
ったり、かみ切ったり
る。

大腸
消化管の一部。通

つう

常
じょう

は短くて太い。消化
された食べものから水分、ビタミン、ミ
ネラルなどを吸収し、残ったものをかた
め、便として外へ送り出す。

大
だい

臀
でん

筋
きん

おしりから太もものつけ根にかけての主
要な筋肉。「歩く」「走る」といった動
作に使われる。

椎
つい

骨
こつ

背骨を構
こう

成
せい

している個々の骨。

瞳
どう

孔
こう

眼の虹彩の中央にあるあな。光は瞳孔を
通って眼球内の水晶体にとどく。

動脈
心臓から全身へ血液を運ぶための血管。

軟
なん

骨
こつ

骨格の一部を形成したり、関節内で骨の
表面をおおったりしている支

し

持
じ

組織。
じょうぶだけれど、やや柔

じゅう

軟
なん

性
せい

があっ
て、骨ほどかたくない。

ニューロン
神経細胞。神経信号をかすかな電気パル
スの形でやりとりしたり、分

ぶん

析
せき

・統
とう

合
ごう

し
たりする。樹

じゅ

状
じょう

突
とっ

起
き

という短い突起部
分と、軸

じく

索
さく

という長いヒモ状の部分を持
つ。

植物、動物、人体から地球まで、私たちの身近にある「自然」の仕組みを解説。見開きペー
ジで１点の項目を取りあげ、イラストや写真を駆使しながら、その仕組みや構造をわかりや
すく紹介。各巻の巻末には詳しい用語解説が付いています。

見開きで一項目完結、
大きくて見やすい構成。

意外なできごとやエピソードを紹介。

それぞれの部分をわかりやすく紹介。

細部まで見やすい大きな図版。

該
当
項
目
を
簡
潔
に
解
説
。

写
真
と
興
味
を
そ
そ
る
コ
ラ
ム
。

小さな部分をさらに図解で解説。

各巻巻末に用語解説付き。
（見本は、第3巻『人体』から）
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根と茎
く き

根の役目は、植物を地面にし
っかり固定することと、土

の中から水や単
たん

純
じゅん

なミネラルをす
い上げること。水やミネラルは、
茎
くき

の中の細い管を通って上へと運
ばれる。茎には植物の地上部分を
ささえる役目もある。小さな草食
動物に食べられないように、ま
た、少しでも太陽に近づいてまわ
りの植物よりたくさん光をあびら
れるように、茎は上へ上へとのび
ていく。

世界一長い茎は、世界
一高くの

びる種類の木の幹
みき

。

リグニン(木質素)は

かたくて強いんだよ。

側
そっ

根
こん

　土の中の根は、

先
せん

端
たん

がぐんぐんのびて
い

き、残りの部分は
太く強

くなっていく。だ
から、

地上の茎や葉が成
長する

につれて、地下で
ささえ

る力もましていくん
だ。

表皮と

クチク
ラ層

師部の
管

木部の管

主根　1本の
大きな根(主

根)

から細い側根
が枝わかれす

る

植物もあれば
、ひげ根とい

う

細い根がたく
さん生えるも

の

もある。

根端　根の先端がものをおし分けたりつらぬいたりする力は、びっくりするほど強い。岩をわったり、かべや建物をたおしたりするほどだ。

茎の内層　かたい木部としなやかな師部がもようのようにならんで維
い

管
かん

束
そく

をつくっている。この絵のようにX形になる植物もあれば、大きな丸い維管束がひとつのものや、小さな丸い維管束がならんで大きな円になるものもある。

根の先端

大きな細
胞が

集まった
皮層

木部と師部　木部は長い管の束で、根からすい上げた水を植物全体に送っている。師部も管の束だけど、管のかべはずっとうすく、植物全体の葉から集まった樹
じゅ

液
えき

が流れている。

根毛は土の中に入りこみ、
水やミネラルをすい上げる

成長が
終わった根

根冠

のびる方向

土

根冠

木部と師部

表皮

根毛

>>>  植　物  <<<

成長点

茎の外
がい

層
そう

　茎の中心にある木
もく

部
ぶ

と師
し

部
ぶ

をとりかこむのは、大きな細
さい

胞
ぼう

でできた厚
あつ

い層
そう

(皮層)。茎をかたくし、養分をたくわえる役目をはたすんだ。表皮は茎の一番外側の「皮ふ」で、すべすべした水を通さない層(クチクラ層)でおおわれている。

驚異の成長記録
冬が寒く夏が暑い地

ち

域
いき

では、日が長くなる
春になると植物がいっせいに成長しはじめ
る。まわりの草木より高くのびて一番よい
ところに花や葉を広げようと、先をあらそ
って茎をのばすんだ。熱帯地方でも、乾

かん

期
き

が終わって雨期がはじまると同じ競争がは
じまるよ。一番速く成長する植物は、竹。
木
もく

質
しつ

繊
せん

維
い

をふくんだ茎は木のように強い。
条
じょう

件
けん

がよければ、1日に40センチのびるこ
ともある。これまでの最高成長記録は1日
で1メートル以上。

知ってるかい？
人間は木を食べられないけれど、木を
食べる動物はたくさんいる。シロアリ
や昆

こん

虫
ちゅう

の幼
よう

虫
ちゅう

、シカやゾウ……。最近
ではアマゾン川で、木を食べる体長
70センチのナマズまで見つかった。
こうした動物の腸内には、木のかたい
繊
せん

維
い

も消化する微
び

生物がいるんだよ。

根がのびる仕組み
根は先端(根端)がのびていく。根端を包むか
たいおおい(根

こん

冠
かん

)は、土をおしのけるうちに
すぐすりへってしまうけれど、裏

うら

側
がわ

で次々細
胞が分

ぶん

裂
れつ

してへった分をおぎなってくれる。
根冠の後ろには、もうひとつ細胞分裂がさか
んな部分があって、ここが毎日1ミリぐらいず
つのびる。その後ろには細かい根毛が生えて
いて、土のつぶの間に入りこみ、水やミネラ
ルをすい上げる。その後ろは成長が終わった
部分。根毛はなく、強くかたくなっている。

本文見本
70％に縮小
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強力な脚の
筋肉

陸の動物界で一番足が速いのはチ
ーターだが、ふつう、猛

もう

スピー
ドで走り続けられる時間は1分にも満
たない。この大きなネコ科の動物は、
短距

きょ

離
り

走が専
せん

門
もん

で、長い時間全速力で
走り続けることはできないんだ。すべ
ての動物と同じように、チーターも筋

きん

肉
にく

を使って、からだを動かす。肩
かた

と腰
こし

の筋肉がチーターの脚
あし

の骨
ほね

を引っぱっ
て脚を前後にゆらすために、ほぼ1秒
に3歩のペースで、まるではねるよう
に、すごく大またで走ることができる
んだよ。

知ってるかい？
チーターが全速力で走れる時間にかぎり
があるのには、3つの理由があるんだ。チ
ーターの肺

はい

は、速く、深く空気を取りいれ
て、十分な酸

さん

素
そ

をえることができないし、
心
しん

臓
ぞう

には、筋肉に十分な血
けつ

液
えき

を送りとどけ
る力がない。さらに、筋肉がすぐに熱く
なってしまうので、熱中症

しょう

にならないよう
に、チーターはいったん立ち止まって、ハ
アハア息をしなければならないんだ。

カンガルーが大ジャンプできる理由
カンガルーは、大きな脚ではねること
で、時速60キロメートルくらいのスピー
ドで移

い

動
どう

することができるんだ。このホ
ッピングのような脚は、よくのびちぢみ
する腱

けん

とじん帯にためたエネルギーを再
さい

利用する。カンガルーが着地するとき、
これらの部分はバネのようにちぢむ。そ
の後、反発してふたたびバネがのびると
き、たまっていたエネルギーを放出し、
脚をのばして、前方に大きくジャンプす
ることができる。この仕組みのおかげ
で、カンガルーはあまり力を使わずに、
楽に大きくはねることができるんだ。

全速力で走ると
き、長いしっぽは
バランスをとるの

に役立つ

しなやかな脊
せき

柱
ちゅう

強い手
しゅ

根
こん

骨
こつ

が足をささ
える

世界一速いスプリンター
であるのと

同時に、チーターの加速
度はとてつも

ない。立ち止まった状
じょう

態
たい

から、時速100

キロメートルに3秒でとうたつできる

のだから。これは、最高
性
せい

能
のう

の

スポーツカーとほぼ同じ
なんだ。

間節　しなやかな
関

節によって、ひじ
ょ

うに大きな歩幅で
走

ることができる。

脚、足とかぎ爪
づめ

　最小限
げん

の力で

前後に動かすため
に、脚と足は

細長く、かぎ爪で
、地面をしっ

かりとらえることが
できる。

頭と耳　長いすらっとしたからだに対してチーターの頭と耳は、ほかのネコ科の大型動物にくらべ、小さめにできている。この空気抵抗が少ない流線型のからだは、速く走るのにぴったりだ。

脚の一番太い筋肉（赤）

は、腰の関節のすぐそばで

大腿骨とつながっている

筋収縮によ

って、少な

い力で大腿

骨を大きく

動かす

筋収
しゅう

縮
しゅく

による大

腿骨の動きは小

さいが、より多く

の力が必要

脚の一番太い筋肉（青）は、

腰の関節から遠いところで

大
だい

腿
たい

骨
こつ

とつながっている

大円筋

筋肉が骨を動かす仕組み
ほとんどの筋肉の両はしは、骨にくっつい
ていて、骨は関節でつながっている。筋肉
がのびちぢみすると2本の骨が近づいて、
てこのような役わりをはたす。筋肉が、関
節からより近いところにくっついていれば
いるほど、骨はよく動くんだ。チーターの
場合、小さいけれども強力にのびちぢみす
る腰のあたりの筋肉が、後脚の骨の上の部

分（大腿骨）を大きな弧
こ

をえがくよ
うに引っぱる。これによって後ろに
ふられた脚が地面をけって、からだ
を前進させるんだよ。

しっぽ　空気抵
てい

抗
こう

を最小限
げん

におさえるため

に、しっぽはまっす
ぐ後ろにのばす。左

右に

ふられるしっぽは、
まるで飛行機の方向

舵
だ

の

ように、全速力で走
っているときに方向

転
てん

換
かん

したり、曲がったり
するのに役立つ。

背
せ

中
なか

　この図のように
、長く、し

なやかな背骨を丸
めたとき、前後

の脚は引きよせら
れる。脚をのば

したときは、背骨
がそるので、肩

や腰の関節が大き
く旋

せん

回
かい

し、より

大またで走ることが
できる。

アナグマ チーター

猛
も う

スピードで走る
>>>  動　物  <<<
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火山 >>>  地　球  <<<

火山といっても、なにも全部が地面
をせいだいにゆらしながら、岩石

や真っ赤な熱い溶
よう

岩
がん

をふき上げ、雲のよ
うなもうもうとした灰

はい

や、息をつまらせ
るような噴

ふん

煙
えん

をはき出すわけではないん
だ。火山のなかには、数千年、数百年を
かけて、ゆっくりと溶岩が流れ出てくる
ようなものもある。すべての火山は、地

ち

殻
かく

が弱くて、下にあるマグマの高い圧
あつ

力
りょく

をおさえられないところにできるんだ。

知ってるかい？
世界で最も海

かい

抜
ばつ

が高いトップ10の火
山はすべて、南アメリカのアンデス
山脈の山なんだ。一番高いオホスデ
ルサラド（塩の目）山は、チリとア
ルゼンチンの国

こっ

境
きょう

にある6891メート
ルの山だ。

空は大混
こ ん

乱
ら ん

！
2010年4月、アイスランドのエイヤフィヤトラヨ
ークトル山という小さな火山が、とつぜん、灰と
蒸
じょう

気
き

をはきだした。大量の灰と雲は上空9キロメ
ートルにまで達し、北ヨーロッパじゅうに流れて
いって、飛行機が空を飛べなくなってしまった。
パイロットが、前が見えないからではなくて、も
しエンジンが灰の粒

りゅう

子
し

をすいこんでしまったら、
故
こ

障
しょう

するかもしれないからなんだ。空港の閉
へい

鎖
さ

は
何日間も続き、何百万人もの人々が、旅行の予定
をあきらめなければならなくなった。

平らになるか、高くなるか？
火山の形は、ふき出される溶岩の種類と温度
によってちがうんだ。低い温度でとけてし
まう（融

ゆう

点
てん

が低い）岩が、とても高い温度 
（1200℃）で熱されてできた溶岩は、粘

ねば

り
がなくて水のように流れやすい。そのため溶
岩は冷えてかたまる前に、いっきに流れ出し
てしまうので、低く、ゆるい斜

しゃ

面
めん

の盾
たて

状
じょう

火
山になるんだ。たとえば800 ℃以下の低い温
度だと、融点の高い岩は、ドロドロした粘り
のある溶岩になってしまう。このような溶岩
は冷えるとすぐにかたまるので、なんども噴
火がおこると、高い、円すいの形になる。

火道　マグマだまりから地表にむかって、マグマがふき出してくる通り道で、その形から、英語では、パイプや煙
えん

突
とつ

とよばれることもある。

灰
はい

と噴
ふん

煙
えん

　小さな灰のつぶ

は、数十キロメー
トルの上空

までふきあげられ
る。むせか

えるような硫
い

黄
おう

をたっぷりふ

くんだ噴煙のせい
で、動物や

人間がちっ息して
しまうこと

もある。

マグマだまり　赤
く熱せら

れたマグマには、と
ても大き

な圧
あつ

力
りょく

がかかっていて、地
表

にふき出すために、
地面のな

かで一番弱い部分を
見つけ出

す。

側火山　主火道をのぼってくるマグマが、わき道にそれて、熱くなった真っ赤なやりのように火山内部を“つきぬけ”て、山の中
ちゅう

腹
ふく

に小さな火口（側火山）をつくり、そこからも噴火がおこる。

火
か

道
どう

の火口部分　火道
はふ

つう、火口に近づく
とだんだ

んと広がり、かたい
岩にかこ

まれた火口を通して
地上に口

をあける。

火山弾　火山の力
によ

って、真っ赤に燃
も

える

巨
きょ

大
だい

な岩のかたまりが

はきだされることが
あ

る。なかには自動車
よ

り大きな直径数百メ
ー

トルという大きさの
も

のまである。空に投
げ

だされた溶岩のかた
ま

りは、なみだのしず
く

のような形になるこ
と

もある。

水のように粘りがな

い玄
げん

武
ぶ

岩質の溶岩が

つくったゆるい斜面

円すい火山

ドロドロして

いて、すぐに

冷える溶岩が

つくった急斜面

火口

火口

マグマ

前の噴火で
できた層

マグマ

盾状火山
密
みつ

度
ど

の高い
灰

火山弾
だん

溶岩は、冷や
され

ながら山をつ
たっ

て流れ落ちる

マグマは、地表に
出ると溶岩とよび名が

変わる。

ここ
口口
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灰灰灰灰
はいはいはは

とと噴噴
ふんふん

煙煙
えんえん

小さな灰小さな灰のつのつぶぶ

は、数十キロメー
トル

は、数十キロメー
トルの上の上空空

までまでふきあげふきあげられられる。
むせかる。むせかふきあげふきあげ

えるえるるるようようなな硫硫
いいいい

黄黄黄黄黄黄黄黄
おうおうおお

をたをたをたをたっぷっぷりふりふ

くく 煙の煙の いいで、で、動物動物ややくんくんくくくくくくくくくくくく だ噴煙のだ噴煙のせいせいせせ でで噴煙噴煙
ままうこうことと

人間人間人間人間間間間間がちがちがちがちっ息っ息してしてしし
しましましし うう息息

もあもああある。る。る。る。

マグマグマだマだマだマだマだマだだだだだだだだだまりまりママママママ 赤く赤く熱せ熱せらら

れたれたマグマグマにマには、と
ても大きは、とても大きれれれれれれれれれれ

なななななななななな圧圧
あつあつ

力力
りょくりょく

がかがかかっていて、地
表かっていて、地表て、地表て、地表

にふにふふふき出き出すたすためにめに、
地、地面の面のななにににに

かで一番弱いかで一番弱い部分部分部部部部 を見つけを見つけ出出かかかか
す。す。すすすす

側火山側火山 主火道をのぼって
主火道をのぼってくるくるママののグマが、わき道にそれて、

グマが、わき道にそれて、熱く熱く熱熱 ななったった真っ赤なやり真っ赤なやりのよのようにうににに火山火山火山火山内内内内内内部を部を“つ“つきぬきぬけ”け”て、て、山の山の中中
ちゅうちゅう

腹腹
ふくふく

にに小さ小さ小さ小さ小さ小さ小小小小小小小さ小さ小小小さ小さな火な火なななな 口（口（口口 側火山）側火山）をつくり、をつくり、
小小
そこそこからからも噴も噴もも 火がおこる。火がおこる。
そそ

密密
みみみつみつ

度度
どど

の高の高の高の高い
灰い灰

火山火山火山火山火火火火火火 弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾
だんだんだんだんんんんんんん

本文見本
43％に縮小

自然がデザインしたさまざまな仕組みを見やすい図解で解説。


